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　（異なり和藷数において，IOY］上のもののみを掲出した。）
　紙数も尽きたので，上の表については詳論を省く。漢字化の傾向がとくに強いのは，Aッ（と
）型，ABAB型，　AッBリ型の3形態であることは明らかである。
6　お　わ　り　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　以上，「多情多恨」の音象徴語をめぐって，「漢字のあて方」を軸にしつつ，いろいろ論じて
きたが，漢字をあてられなかった和語の性質などにっいては論じ残した。なお，種種な面にわた
って「盤宇訓」との異同検討をおこなう必要があり，他面明治の作家の表記の諸相について調査
し、それらとの比較対照が肝要であるが，そういうことも他日にゆずりたい。
（後記）　「多情多恨」の表記を調査するに際して用いたのは，中央公論社刊「尾崎紅葉全集」第
　五巻である。
　　なお，用例の表記に用いたvは，おどり字である。小論はもと縦書きであったが，印制の
　都合で，横書きに組み変えられたものである。また，引用例のうち，（（））の申に入れた語は，
　厳密には音象徴語と考えられないものである。
注1　これらのフランス語，財ッ語は，ともにr正書法」の意であるが，ときに「正字法」「正綴法」
　「綴字法」などとも訳される。“Rechtschreibung”は16租紀にM．　Lutherが‘‘Orth・graphia”から
　囲有ドィッ語に訳したものであるといわれる。（大阪外国語大学八木裕教授のご教示による。）
注2　Petit　Robertには，‘‘Maniさre　d’6crire　un　mot　qui　est　consid6r6e　comm61a　seule　correcte．”
　とあり，Mario　Peiの“G1ossary　of　L三nguistic　Terminology”1こも，‘‘Spe11ingを晃よ”とあって，
　そこには，‘‘The　conventional　representation　in　writing　of　the　spoken　word，…”　とある。しか
　し，ドイツでは，厳密には，Rechtschreibungの申に，大文字小文宇の用法，語形変化，合成語法，句
　読法，日付の書き方などを含めて考える確認が，今世紀はじめに，あったとのことであり　（八木裕教授の
　ご教示），国語学で用いる「表記」の概念に近い用法もあるようである。
注3　「表記法」（澤国藷学辞典』池上禎造教授執筆）参照。
注4　「紅葉ゼ盤字調』のうちとそと」（大阪外国語大学留学生別科「日本語・日本文化」第3号所収）
注5　蓑中の数値などには，一往動詞形の表記例は除外した。なお「もっと」（っねに平がな表記）も頻
　出するために，数えこまなかった。
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注6　安本美典「文章心理学入門」（122～129ページ）
　声喩の出現度は，20個の段（400字づめ原稿用紙約30枚）の中にふくまれる声喩の個数。漢字の使用率
　は，字数1，000字の申にふくまれる個数。
注7　吉田満の創作余談に「戦闘場面になるとどうしても漢語が出てくる云々」とある由。（同志社大学
　安永武入教授のご教示）
注8　「土」の用例を部分的に紹介すると，100例中の漢字蓑記は，「凝然」（じっと）7例，「不図」（ふ
　と）1例，「餐然」（すっくり）1例，「緩くり」（ゆっくり）2例，「冷々」（ひやv）1例，口繍劇
　（ごろv）1例，計工3例である。
注9　岡保生「紅葉沼字考」（「明治大正文學研究」第9號）
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